
【結果】
　既往あり群の母趾圧着筋力は, 4.5(2.6-6.6)kgf,
足部外がえし筋力は,3.8(2.6-4.8)kgf, 既往なし群
の母趾圧着筋力は, 4.2(2.7-5.4)kgf, 足部外がえし
筋力は 2.8(2.2-4.1)kgf であった. 既往あり群の相
関係数 r は, 0.376で相関を認めず, 既往なし群の
相関係数 r は, 0.583で p 値は 0.0014 と正の相関
を認めた（図 3）.は 0 . 0 0 1 4 と 正 の 相 関 を 認 め た （ 図 3 ）．  
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【 考 察 】  

 長 腓 骨 筋 の 収 縮 に よ り ，第 1 中 足 骨 と 内

側 楔 状 骨 を 立 方 骨 側 へ 引 き 寄 せ ，第 １ 中 足

骨 が 第 ２ 中 足 骨 の 下 に 入 り 込 み ， 第 1 ・ ２

列 の 安 定 性 が 増 大 す る 3 ) ．  今 回 の 母 趾 圧

着 筋 力 の 計 測 は ，脛 骨 が 内 傾 し な い 状 態 で

行 っ て お り ，長 腓 骨 筋 の 筋 力 の 影 響 を 受 け

や す い ， と 考 え ら れ る ． 捻 挫 な し 群 に お い
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【考察】
　長腓骨筋の収縮により, 第 1 中足骨と内側楔状骨
を立方骨側へ引き寄せ , 第１中足骨が第２中足骨の
下に入り込み , 第 1・２列の安定性が増大する 3). 今
回の母趾圧着筋力の計測は , 脛骨が内傾しない状
態で行っており, 長腓骨筋の筋力の影響を受けやす
い , と考えられる . 捻挫なし群において , 母趾圧着
筋力と足部外がえし筋力に正の相関を認めた要因と
しては , 長腓骨筋の収縮により母趾末端部が床面を
圧迫するのに適した状態であった事が考えられ , 捻
挫あり群は , 長腓骨筋と母趾屈筋群の協調性が低
下していた可能性がある .
　足関節内反捻挫後に生じる慢性足関節不安定症
は ,下肢関節の疾患を引き起こす原因になり得るた
め , 様々なトレーニングとともに腓骨筋群の機能改
善は提唱されている1) が , 足趾特に母趾列屈筋群の

筋力強化については言及されていない . 足部内在筋
群の運動効果としては , 舟状骨高の上昇 2) や動的バ
ランスの改善 4), 運動パフォーマンスの改善など報告
されており, 足関節内反捻挫後の経過においては ,
腓骨筋群の機能とともに着目すべき要点と思われる.
　本研究の限界点は ,サンプルサイズが小さい事 ,
捻挫の程度・頻度・時期・捻挫後のリハビリテーショ
ンの実施など詳細な情報がない事 , 足関節や横足
根関節の可動域および外反母趾など前足部の形態
について不明な事などが挙げられる.今後の課題は ,
横足根関節の回内可動性や長腓骨筋の筋力や母趾
屈筋群の筋力が , 足部や下肢関節の障害予に及ぼ
す効果や, 仮に受傷した場合 , 予後や経過に与える
影響などについて調査していく事である .

東海スポーツ傷害研究会会誌：Vol.38（Nov.2022）

高校サッカー選手における母趾圧着筋力と
足部外がえし筋力の関係について

【はじめに】
　足関節内反捻挫後においては ,足部機能の低下を
認めることがある.足関節内反捻挫後の不安定性改善
のために , 腓骨筋群の機能改善についての報告1) は
あるが , 母趾筋力との関連性についての報告は無
い .我々はサッカー選手のメディカルチェックにお
いて,母趾圧着筋力と足部外返し筋力を測定してい
る. 本研究の目的は , 捻挫既往の有無における母趾
圧着筋力と足部外返し筋力の関連性を解析し検討
することである.なお本研究は ,ヘルシンキ宣言に基
づき全ての選手に本研究の意義を説明し,書面にて
同意を得ている.

【対象と方法】
1.対象
　愛知県高校サッカー部に所属する男子選手27名
54足部とした.平均身長は,173.4±5.6cm,平均体重
は,63.9±4.9kg,平均BMIは,21.2±0.9kg/m2であった.

Key words： 足部機能（Foot function）, 母趾圧着筋力（Hallux crimping strength）, 
                   足部外がえし筋力（Outward muscle strength of the foot）
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2.方法
　母趾圧着筋力の計測は , 石坂ら 2) の報告を参考
にし , 被検者を端坐位とし股関節・膝関節は屈曲
９０度 , 足関節背屈 0度とした .前額面では , 膝関
節を足関節より外側に位置させ,母趾末節骨をハン
ドヘルドダイナモメーターの上に設置した .また , 母
趾圧着時には , 膝関節が内側に移動しないように
指示した（図1）. 足部外がえし筋力の計測は ,被検
者を背臥位にして足関節を底屈位とした . ハンドヘ
ルドダイナモメーターをプラットフォームの支柱に取
り付けて固定し, 足部の外がえしを行った .また ,
外がえし時には股関節を外転させないように指示し
た（図 2）. 過去に足関節内反捻挫の, 既往あり群
と既往なし群の２群に分け,各群間における母趾圧
着筋力と足部外がえし筋力の関係について検討し
た . 統計ソフトは JSTAT を使用し, 統計学的検討
は Spearmanの順位相関関係を用い有意水準は
5％未満とした .

た ． 統 計 ソ フ ト は J S T A T を 使 用 し ， 統 計

学 的 検 討 は S p e a r m a n の 順 位 相 関 関 係 を 用

い 有 意 水 準 は 5 ％ 未 満 と し た ．  

図 1： 母 趾 圧 着 筋 力     図 2： 足 部 外 が え

の 計 測         し 筋 力 の 計 測  

 

【 結 果 】  

 既 往 あ り 群 の 母 趾 圧 着 筋 力 は ，

4 . 5 ( 2 . 6 - 6 . 6 ) k g f ， 足 部 外 が え し 筋 力 は ，

3 . 8 ( 2 . 6 - 4 . 8 ) k g f ，既 往 な し 群 の 母 趾 圧 着 筋

力 は ， 4 . 2 ( 2 . 7 - 5 . 4 ) k g f ， 足 部 外 が え し 筋 力

は 2 . 8 ( 2 . 2 - 4 . 1 ) k g f で あ っ た ． 既 往 あ り 群

の 相 関 係 数 r は ， 0 . 3 7 6 で 相 関 を 認 め ず ，

既 往 な し 群 の 相 関 係 数 r は ， 0 . 5 8 3 で p 値

図１：母趾圧着筋力の計測 図 2：足部外がえし筋力の計測
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【結語】
　高校サッカー選手のメディカルチェックにて, 足部
の機能評価として , 母趾圧着筋力と足部外がえし筋
力を計測しその関係性について検討した . 足関節内
反捻挫の既往のない群は , 正の相関を認めた . 長腓
骨筋の作用は , 第１・２中足骨の安定性を増大させ ,
母趾屈筋群の筋出力が発揮しやすい事が要因と考
えられた . 母趾列の支持性を高めるためには , 長腓
骨筋の機能が不可欠であると推察された .
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